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リリカラ株式会社 

2024 年 4 月 

 

 

 

【該当品番】（2024- Lilycolor MATERIALS） 

LMT-16259～16261 

 

 

■ 特長 
 

・ガラス繊維にあらかじめアクリル樹脂で塗装した商品です。現場での塗装が必要なく施

工するだけで塗装仕上りになります。 

 

 

■ 下地調整 
 

・施工後の下地の不陸の目立ちを避けるために、下地面はできるだけ平滑に仕上げるよう

にしてください。 

・下地面に汚れやチョーク等による文字などが残っている場合は、除去するようにしてく

ださい。 

・パテは下地と同色のものを使用するようにしてください。 

・貼り替えの際、裏打ち紙が下地面に浮いた状態で残っている場合は、必ず剥がしたあと

施工するようにしてください。浮いた所の上で施工しますと目開きの原因になります。 

※詳しくは、施工上のご注意の共通事項をご確認ください。 

 

 

■ 接着剤 
 

・糊付け機を使用しての糊付けは可能です。 

・接着剤は原液タイプをお薦めします。希釈タイプ使用の場合は、糊：水＝10：6～7にエ

チレン酢ビ系ボンドを10～20％程度混合してください。また、塗布量は多めにしてくだ

さい。 

・エチレン酢ビ系のボンドを混合しますと、接着剤の乾燥が早まりアイハギの発生時

間も早くなりますので注意が必要です。 
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・濃度の薄い接着剤は、糊が吸い込まれてしまい接着力が落ちる他に、壁紙を余計に延ば

して後の目開きの原因にもなります。 

・粘りの強い接着剤を使用すると、糊溜まりの原因になりやすいので注意してください。 

・壁紙表面に接着剤をつけたまま放置しますと変色の原因になりますので、ただちに拭き

取るようにしてください。 

 

 

■ 養生・オープンタイム 
 

・商品が硬めですので、接着剤塗布後は、うませ時間を30分程度とって作業を進めてくださ

い。 

・タタミジワを防ぐため、糊付け後は必ず大きくたたんで上積みは避けてください。 

 

 

■ なで付け・ジョイント 
 

・なで付けは横方向には行なわないようにしてください。材料を引っ張ってしまうことに

なり目開きの原因になります。 

・ジョイントは突き付け施工をおすすめしますが、重ね裁ち（ダブルカット）を行う場合

は、下地まで切り込まないようにしてください。目開きの原因となります。（壁紙と下地

の間に下敷きを入れる、和紙テープを張り込む、といった注意が重ね裁ちの場合は必要

です。） 

・ジョイントが目立ちやすい傾向にありますので、カッターは薄刃のものを使用し、こ

まめに替えて常に鋭利な状態でお使いください。 

・ローラー掛けの際は、ウレタン製のものを使用してください。壁紙表面のキズ付きを防

止します。 

・壁紙表面に接着剤等が付着した場合は、直ちにきれいな水で拭き取ってください。変色

の原因になります。 

 

 

■ 施工後 
 

・施工後は、外気や冷暖房などによる急激な室温の変化を避けるようにしてください。目

開きやハガレ等の原因になります。 

・壁紙表面に撥水加工を施しておりますので、汚れの拭取りは、きれいな水を含ませた布

等で取り除いてください。 

 

 

 



【壁紙施工要領書 ‐塗装壁紙‐】 

1 

 

リリカラ株式会社 

2024 年 4 月 

 

 

 

【該当品番】（2024- Lilycolor MATERIALS） 

LMT-16262（裏打なし） 

LMT-16263・16264（裏打有） 

 

 

■ 特徴 
 

・塗装用の下地材です。下地材の上からお好みの色を塗装するだけで、織物の生地を生か

した、上質な空間に仕上がります。 

 

 

■ 下地調整 
 

・塗装が前提となりますので、塗装後の不陸が目立たないよう出来るだけ平滑に仕上げて

ください。 

・下地と同色の樹脂入りのパテを使用してください。強度の弱いパテはハガレの原因にな

ります。 

・接着性の悪い下地（ケイカル板、粉吹き下地、ペンキ下地、化粧板など）には必ずシー

ラーを塗布してください。下地を補強し壁紙のハガレ、目開きを防ぎます。 

※詳しくは、施工上のご注意の共通事項をご確認ください。 

 

 

■ 接着剤 
 

・LMT-16262は裏打ち紙がありませんので、下地側に糊を塗布する向こう糊施工です。でん

粉系の接着剤にエチレン酢ビ系ボンドを混合してください。施工環境によりボンドの配

合を変えて使用してください。 

・LMT-16263・16264は一般の壁紙と同様ですが、でん粉系の接着剤にエチレン酢ビ系ボンド

を 10～20％程度目安に混合してください。 

 

 

 

壁紙施工要領書 

‐塗装壁紙 2‐ 



【壁紙施工要領書 ‐塗装壁紙‐】 

2 

 

 

■ 養生・オープンタイム 
 

・LMT-16262は、下地への接着剤塗布後直ぐの施工となります。 

・LMT-16263・16264は、接着剤塗布後、うませ時間を 10～15 分程度、施工可能時間は 

30分以内を目安に作業を進めてください。 

・接着剤塗布後はタタミジワを防ぐためにも、大きくたたみ上積みは避けてくださ

い。 

 

 

■ なで付け・ジョイント 
 

・LMT-16262の場合、ジョイントの納めは重ね裁ち（ダブルカット）は避け、25～50ｍｍ

程度重ね貼りしてください。（塗料の塗布量が少ないと、ジョイント部が目立ってしま

うことがあります。） 

・LMT-16263・16264の場合、石膏ボード下地等で重ね裁ち（ダブルカット）を行う場合

は、下地まで切り込まないようにしてください。目開きの原因になります。（下地保護

のために下敷きを入れるなどの対策をしてください。） 

・商品自体の厚みが薄くジョイントが目立ちやすいため、カッターは薄刃のものを使用

し、こまめに替えて常に鋭利な状態でお使いください。 

・壁紙表面に接着剤等が付着した場合は、直ちにきれいな水で拭き取ってください。塗装

後の変色の原因になります。 

 

 

■ 施工後 
 

・施工後は、外気や冷暖房などによる急激な室温の変化を避けるようにしてください。目

開きやハガレ等の原因になります。 
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